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“燃える感動”をここに～第57回体育祭
6月11日に第57回体育祭を行いました。今年の

大会スローガンは，「奪取～燃える感動をここに～」。
だつ し ゆ

昨年と同様に一日開催となった今年は，PTA種目と

同窓会種目が復活。生徒たちの元気な声援や太鼓

の音が窪舎の丘に響きました。

得点集計の結果，競技の部

は与論校区，応援の部は那間

校区が優勝しました。実施に当

たり，本校の方針を御理解い

ただき，支えてくださった保護

者の皆様，地域の皆様に感謝

申し上げます。

体育祭は，自分の役割を積

極的に果たすことや高校生の

若さを発揮し，目標に向かって

一人一人の力を集約していく

場であるとともに，リーダーシッ

プやフォロワーシップを理解し，

お互いの協力が成果を上げることを確認できる貴重

な機会です。一人一人が体育祭を通して学んだこと

を今後の学校生活に生かしていくことを期待します。

与論の職業ガイダンス～島のしごとフェア
6月23日に，生徒たちが島内事業所の業務内容

を知る「島のしごとフェア2023」を実施しました。

卒業後の進路に関わらず，在学中に島内事業所

の説明を聞き，島内の経済や業界の今後を考える経

験は，大学や専門学校等の在学中に直面する就職

活動の貴重な手がかりになります。また，ニーズがあ

りながら，島内にない仕事

は自分たちが創っていくと

いうことを考えるきっかけ

を提供するのも，この行事

のねらいの一つです。

今年度のフェアは１１事業所が参加。生徒からは，

「自分が知らない仕事が島内にたくさんあることが分

かった」，「機器操作を実際に見て，面白いと思った」

などの声が聞かれました。

生徒のみなさんは，疑問点や気になったことなどは

キャリア・パスポートに書き留め，インターネットや図書

室を活用して今後も探究を続けることが大切です。

“ミネラル”で心と体を元気に
6月26日の1年生の家庭基礎で，子どもの心と健

康を守る会代表の国光美佳さんを講師にお迎えし
くにみつ み か

て，特別授業を行いました。

テーマは，「こころと体を元気

に！ミネラル弁当をつくろう」。

現代食に顕著な栄養素の偏り

の現状や不足しがちなミネラルの重要性とその補給

術について，わかりやすく解説していただきました。

グループワークでは，自ら弁

当をつくる「弁当の日」（１年生は

１０月に実施予定）に向けて，ミネラ

ル食材を盛り込んだ弁当のメ

ニューを検討。最後に，Ｅａｒｔｈ’ｓ Ｃｈｉｌｄｒｅｎ鹿児島（与論

チーム）の御協力の下，煮干し粉末やあおさ海苔など

を使うオリジナルふりかけを作りました。生徒の一人

は，「ミネラルを手軽に補給できるふりかけがあれば

便利。早速試してみたい」と語っていました。

続・ＰＣ端末で授業が変わる②（特別編） デジタル社

会を生きる高校生にとって今やPC端末は，鉛筆やノートと並

ぶマストアイテムです。県教育委員会は令和４年度から，県

立高校1年生全員にPC端末を1年間貸与し，学習場面でのICT

活用を推進しています。PC端末を活用した各教科等の工夫を

紹介する本コーナー。今回はPC活用に係る職員研修です。

与論高校では令和４年度から，

オンライン学習サービスの「ス

タディサプリ」を学年進行で導

入しています。各教科が単元毎

に学習評価を行う本校では，単

元内容に関連するスタディサプリの講義動画等の情報を単

元シラバスに記載したり，授業の中で指示したりしていま

すが，生徒の活用頻度や教科の指示の仕方は様々です。よ

り効果的な活用の在り方について職員の共通理解を図るた

めに，サービスを提供するリクルート社の担当者を講師に

招いて，6月21日に職員研修を行いました。

研修ではまず，本校職員２人が自身の活用事例を報告。

その後のグループワークで，各自の課題意識や疑問を共有

し，より有効な活用につながる方法について協議しました。

講師からは，職員のニーズに対応するスタディサプリの機

能についての補足説明やアドバイスをいただきました。

本校は今後も，生徒の主体的な学びを支えるツールとし

てのPC端末の活用について，研究・研修を深めていきます。
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校長講話から 「希望」とは何かを考える／自分にとって大切な「何か」と出会うために（令和５年6月19日 全校朝礼）

先日の体育祭では，みなさんが一生懸命に競技す
る姿や応援団の演舞に，参観された多くの保護者や
地域の方々が「感動した」と語っていました。
閉会式の挨拶の中で，私は「与論高校が与論島の

希望を生み出す場所であることを確信した」と述べま
した。「希望」という言葉を使ったのは，学校教育は未
来に向けた営みであり，そこには人々の希望がなけれ
ばならないと考えるからです。
私を含め教員は，ホームルームや面談などでよく

「希望をもて」などと言います。国語辞典で「希望」を
ひくと，「あることの実現をのぞみ願うこと」とか「将来
に対する期待」などと書かれています。でもそれだけで
は，どうすれば人は希望をもつことができるのかまでは
よく分かりません。私は教員になって担任をしながら，
そのようなことをずっと考えてきました。その中で出会っ
た本が，玄田有史さんの『希望のつくり方』です。

げん だ ゆ う じ

玄田さんは東京大学社会科学研究所の教授で労
働経済学の研究者です。玄田さんをリーダーとする研
究者たちは，2005年から「希望とは何か」を社会科
学的に解明する「希望学」に取り組んでいます。
玄田さんらは，研究を始めた当初，まず「希望」に関

する思想について徹底的に調べ，議論をくり返した結
果，希望とは何かを表す，この言葉に辿り着きます。

Hope is a Wish for Something to Come True by Action.
希望とは，大切な何かを行動によって実現しようとする気持ちである。

この言葉が示すように，希望（Hope）には四つの柱が
あります。第一は，ウィッシュ（Wish），「気持ち」です。オ
リンピックなどで試合を前にした選手が「ここまできた
ら気持ちの問題です」とよく言いますね。この「気持ち」
が希望にはまず必要です。
第二は，サムシング（Something）です。あなたにとって

の大切な「何か」。将来こうありたいという何か具体的
なことです。何とかしたいという自分にとっての大切な
「何か」を見定めることがとても重要です。
第三は，カム・トゥルー（Come True），「実現」です。ど

うすれば実現する方向に近づいていくのか。そのため
の道筋や段取りを具体的に考えることが大切です。
第四は，アクション（Action），「行動」です。目標を定

めて素晴らしい作戦を立てても，そのための行動を起
こさなければ希望を叶えることはできませんよね。
希望を持てない，みつからないという人は，この四つ

の柱のうちのどれかが欠けていると考えれば，希望と
向き合いやすくなると玄田さんは語ります。
希望学は，希望を単なる個人の心の持ちようとして

考えるだけでなく，個人を取り巻く社会のありようと希
望の関係に注目します。その研究方法の特徴は，多く
の人々の希望にまつわる声に耳を澄ませることです。
数多くのインタビュー等を通して，希望についての様々
な語り口から，希望があると語る人と，そうでない人の

違いを解明します。明らかになったのは，希望があると
語る人には，共通するキーワードが３つあることです。
第一は，「修正」です。希望の多くは実現せずに失望

に変わります。大切なのは失望した後に，辛かった経験
を踏まえ，新しい希望へ柔軟に修正していくことです。
希望の修正を重ねることで，やり甲斐に出会えます。
第二は，「挫折」です。現在希望を持って仕事をして

いる人の割合が圧倒的に高いのは，挫折を乗り越えた
経験を持つ人々です。過去の挫折の意味を，自分の言
葉で語れる人ほど，未来の希望を語ることができます。
第三は，「無駄」です。挫折を経験し乗り越えてきた

人ほど，無駄になるかもしれない努力を厭わない傾向
いと

があることです。その姿勢が年齢や収入を超えて希望
を生んでいきます。
希望は「あえて迂回して距離を取ること」によって出

会うことができます。自分自身もまだ気づいていない
「何か」と出会うためには，無駄に見えるものにあえて
挑むことが，むしろ積極的な行為であると玄田さんは
述べています。
この本を読んで思ったのは，高校生が自分にとって

の大切な「何か」に出会うことにこそ，学校や教員はも
っと時間をかけることが必要だということです。一方で，
進路実現のためには学習に集中させることが最も重
要だという考え方も高校の現場には根強くあります。
しかし，現在進行中の高大接続改革の中で，入試

の在り方も大きく変化しています。2022年度の大学入
試全体では，一般入試で入学する学生の割合が５割
を下回りました。一方，総合型選抜入試（旧AO入試）に
よる入学者は現在２割程度ですが，あと数年もしない
うちに３割を超えるとも言われています。そうなると，従
来の受験勉強でカバーしていた知識の総合的な正答
率よりも，高校までにどんな経験をして，どんなことに
没入して，どんな探究をしたのかがより一層問われる
ようになります。つまり，経験・没入・探究をしっかりと積
み上げて，思考力・判断力・表現力等を鍛えた生徒の
方が大学入試では多面的・総合的に評価される時代
になっていくということです。
とは言え，高校時代は受験のためにあるのではあり

ません。学んだ知識や技能を使って正解が一つとは限
らない問題にも果敢に挑戦することや授業の中で気に
なったことをとことん調べてみること。仲間と一緒に学
校行事や趣味に精一杯取り組むこと。そういった一人
一人のこだわりや探究の中に，自分にとっての大切な
「何か」との出会いが埋もれています。みなさんの希望
の四つの柱は，今どのような状態でしょうか。
１学期の終業式まであと一か月となりました。自分

にとっての希望に思いを巡らせながら，一日一日を大
切に過ごしてください。

【引用・参考文献】玄田有史『希望のつくり方』2010年，岩波新書


